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シリア緊急支援情報 

難民となった子どもたち、100万人を超える 
【2013年8月23日 ジュネーブ/ニューヨーク発】 

© UNICEF/NYHQ2013-0494/JOHN WREFORD  
トルコとの国境付近のアトマに設置された国内
避難民を収容するキャンプで、テントの隙間か
らこちらの様子を伺う女の子。シリア国内で住
む家を失った子どもたちも、200万人を超えたと
報告されている。  

 3年目に入って久しいシリア危機。故郷を追われ難民となっ
たシリアの子どもたちの数が、100万人を超えてしまいまし
た。  
 ユニセフのアンソニー・レーク事務局長は、次のように
語っています。 
「難民になってしまった100万人もの子どもたち。これは、
単なる数字ではありません。その一人ひとりが、この世に生
きている子どもたちなのです。それぞれの子どもたちが、家
を失い、中には家族とも引き裂かれ、私たちが、まだその片
鱗しか知らない恐ろしい出来事に直面しているのです」「私
たちは、このような恥ずべき状況を生んだ責任を負わなけれ
ばいけません。国際社会は、紛争に巻き込まれた人々の苦難
を取り除くための支援をしてきました。しかし、子どもたち
への責務は果たせていないのです。一旦立ち止まり、良心を
顧みて、自らに問わなければなりません。私たちは、シリア
の子どもたちが絶望的な状況に追い込まれることを、いつま
で放置し続けるのかということを」  

小さな子が中心 
 
 ユニセフと国連難民高等弁務官事務所（UNHCR）によれば、シリア内戦を逃れた難民の半数は子ども
で占められています。多くはレバノンやヨルダン、トルコ、イラク、エジプトに逃れ、北アフリカや
ヨーロッパに避難する人も増えています。最新の統計では、シリアの子どもの難民のうち、76万8,000
人は、11歳にも満たない幼い子どもたちです。  
 ユニセフとUNHCRは、史上最大規模となった人道支援活動を通じて、紛争に巻き込まれてしまった子
どもたちやその家族を含む何百万人もの人々を支えています。  
 例えば、ユニセフは今年、パートナー団体と協力して、難民キャンプとシリア周辺国のコミュニティ
に身を寄せている子どもたち130万人に、はしかの予防接種を実施。約16万7,000人の難民の子どもたち
に、心のケア支援を提供し、公立学校内外で、11万8,000人以上に教育の機会を提供。また、22万2,000
人以上に、安全な水を供給しています。  
 UNHCRは、これまでに100万人の子どもを難民として登録し、身分証明を発行。避難中に生まれた赤
ちゃんが無国籍とならないよう、出生証明が発行されるよう必要な支援もしています。また、難民と
なったばかりの人々や子どもたちが、少なくとも露天での生活をせずに済むように、安全なシェルター
を提供しています。 
 
国際社会の責務  
 
 政治的解決への一層の努力が必要です。また、同時に、紛争に関わるあらゆる勢力は、市民を標的に
した行為や子どもを徴兵する行為をやめなければいけません。子どもたちや彼らの家族が、安全に国外
に逃れられるようにする必要があります。そして、彼らが安全を求めてシリア国外に出られるよう、国
境は開け放たれたままでなくてはなりません。  
 ユニセフとUNHCRは、国際法の下でこれらの義務を課せられた者がその責務を果たさなかった場合、
彼らは、その行為の結果に対する責任を負わなければならないと訴えます。  
 みなさまのあたたかいご支援を、よろしくお願いいたします。    【資料：日本ユニセフ協会】 



東日本大震災復興支援 【2013年8月21日 女川発】 

みなさまのご支援で ― 宮城県女川町の「今」  

 東日本大震災の被災地の中で、人口に対する死者・行方
不明者の割合が非常に高かった宮城県女川町は、特に震災
直後からの約1年にわたり、日本ユニセフ協会が緊急・復
興支援活動を大きく展開した地域の一つでした。震災発生
から間もなく2年半。みなさまのご支援で女川町に作られ
た様々な施設が、今も、町の子どもたちや町民の方々の生
活を支えています。 
 
オレンジハウス 
 
 僅かに残った土地も仮設住宅などに使われ、子どもたち
が安心して遊べる場所の確保が、ほぼ全ての被災地に共通
した課題でした。特に、7割近くの建物が津波で流失する
ほどの甚大な被害を受けた女川町の状況は非常に深刻で、
一刻も早い対応が求められていました。         
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             © 日本ユニセフ協会  
完成から1年半あまり。当初、子どもたちの放課後
の遊び場を確保するために設置された“オレンジ
ハウス”は、今、子どもたちのみならず、町民の
方々への様々な公共サービスを提供する場として
活躍しています。8月21日、女川町の方のご案内で
施設を訪問した宮城県ユニセフ協会の五十嵐事務
局長から、「とてもきれいに活用されていて、ま
るで設置されたばかりのようでした」と伝えてき
ました。  

 このため、日本ユニセフ協会は放課後の子どもたちが、悪天候の中でも安心して過ごすことができるス
ペースとしての学童保育施設を、極短時間で設置できるトレーラーハウスを利用する形で提供しました。
その色から“オレンジハウス”と呼ばれるようになった3棟のトレーラーハウス（うち1棟は、俳優の中村
雅俊さんが女川町に寄贈）は、震災の年のクリスマスに完成しました。  
 
 あれから約2年経った今、オレンジハウスは、1号棟が、地域の法律相談に。2号棟は、子育て支援関連
の活動に。3号棟は、スクールカウンセラーの相談活動にと、子どもたちだけではなく、地域の方々に
とって欠かせない公共サービスを提供する場として活用されています。女川町役場の方も、「なかなか
（個人面談などのための）個室の確保ができない状況なので、すごく重宝しています」と語っていらっ
しゃいました。 

ちゃっこい絵本館 
 
 「被災地の子どもたちに、絵本と笑顔を届けよう！」と、絵本の寄贈を呼びかけた『ユニセフ ちっ
ちゃな図書館』プロジェクト。全国のみなさまからお寄せいただいた30万冊を超える絵本や児童書が、避
難所や幼稚園、保育園、小学校、そして、外遊びがままならなくなった小さな子どもたちを持つ福島県内
の多くの家庭に贈られました。  
 
 震災前、女川町は、2011年6月のオープンを目指して「絵本図書館」の準備を進めていました。しかし、
この計画は、開館に向けて集められていた4万冊の絵本とともに津波で流出。そこに寄せられたのが、
「ちっちゃな図書館」プロジェクトや、他の市民団体、企業などから寄贈された約5000冊の絵本でした。  

            © 日本ユニセフ協会  
女川第二小学校昇降口脇に設置された『ちゃっ
こい絵本館』。2年前、「ちっちゃな図書館プロ
ジェクト」にボランティアで協力してくださっ
たクリエーターや地元のみなさんと一緒にペン
キを塗った扉も、当時の鮮やかなユニセフカ
ラーのまま。「大切に使用されていて、女川の
方の気持ちが伝わってくるようでしたよ」と、
五十嵐事務局長も語ります。玄関前の看板には
「おひるね中です」の文字。「児童クラブ」
（学童保育施設）としても活躍中です。  
 

【資料：日本ユニセフ協会】 

 一度は津波とともに流れてしまった「絵本図書館」の計
画でしたが、日本ユニセフ協会は、女川町の方々のご要望
を受け、「子どもに優しい空間」支援の一環として、本棚
やマットなどを用意。「ちっちゃな図書館」プロジェクト
の企画・製作・運営に無償でご協力いただいたクリエー
ターの方々にも女川町に通っていただき、震災から2ヶ月後
の5月10日、女川第二小学校のオープンスペースの一角に、
『女川ちゃっこい絵本館』が完成。学校が閉まっている時
も利用できるようにと、同年8月に、校舎1階の昇降口脇に
再オープンしました。  
 
 現在、学童保育のスペースとしても活用されている
『ちゃっこい絵本館』。今も、全国のみなさまにご寄贈い
ただいた絵本や児童書が、子どもたちに憩いと学びの時間
を提供しています。  
 



○６月２５日（火） ネパール指定募金贈呈 コープさが生協より（アバンセホール）  
○７月１０日（水） ユニセフ出前授業 久留米市立荒木中学校３年 
          「地球市民になろう ～考えよう、自分のこと、地球のこと～」 
○７月１１日（木） イオン「幸せの黄色いレシートキャンペーン」に参加（イオン佐賀大和店） 
○７月１３日（土） 2013国際ふれあいフェスタin佐賀 ～九州からアジアそして世界へ～にて 
          シリア緊急指定募金活動＆パネル展「紛争のなかを生き抜く子どもたちinシリア」 
                                （佐賀城本丸歴史館西側特設会場） 
○７月１７日（水） 募金贈呈 佐賀市立赤松小学校より（赤松小学校） 
○７月１７日（水） ユニセフ出前授業 神埼市放課後子ども教室ドリームパーク  
                   千代田西部小学校ゆめ組「やってみよう♪ ボランティア♪」 
○７月２４日（水） ユニセフ出前授業 神埼市放課後子ども教室ドリームパーク  
                   千代田西部小学校ほし組「やってみよう♪ ボランティア♪」  
○８月１日（木）  ピースアクション2013にて 
          ユニセフ募金活動＆ユニセフ・カードとギフト頒布＆地雷レプリカ展示（アバンセ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○８月５日（月）  ユニセフ出前授業 大町町立大町小学校「平和についてかんがえよう」 
○８月９日（金）  ユニセフ出前授業 佐賀市立春日北小学校「平和についてかんがえよう」 
○８月８日（木）～８月１１日（日） 佐賀市平和展にて パネル展＆地雷展（佐賀市立図書館） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○８月２６日（月） ユニセフ学習 平成25年度佐賀大学教員免許状更新講習（佐賀大学 大学会館） 
          「世界とつながる私たちのくらし」 
          「国際協力のあり方 ～バングラデシュを救う９つの方法～」 
○９月１１日（水） イオン「黄色いレシートキャンペーン」に参加（イオン佐賀大和店） 
○９月１４日（土） レッドトルネード試合会場にて 募金活動＆ユニセフ・カードとギフト頒布 
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かつどうほうこく 

賛助会員募集中！ 日本ユニセフ協会賛助会員としてご協力ください 
☆公益財団法人日本ユニセフ協会の賛助会費は、ユニセフ募金や寄付金と同様、寄付金控除の対象になります 

日本ユニセフ協会賛助会員とは 
日本国内での募金活動、広報およびアドボカシー（政策提
言）活動を担う日本ユニセフ協会を、賛助会費によって支 
援していただく協力方法です。賛助会員になってニュース 
レターや資料を入手して理解を深め、世界の子どもの状況 
やユニセフと日本ユニセフ協会の活動を知り、できる範囲 
で行動する機会にしていただくことができます。 賛助会員の種類と期間 

  1．一般賛助会員 1口 5,000円…個人の方が対象 
 2. 学生賛助会員 1口 2,000円…学生の方が対象 
  3. 団体賛助会員 1口100,000円…企業、団体、有志のグループなどが対象 期間は、1年ごとの更新。 
 ✿ご協力いただける方は、佐賀県ユニセフ協会までご連絡ください。               

佐賀県生活協同組合連合では、“平和とよりよき生活のため
に”をスローガンに、毎年親子で取り組める平和活動を行って
います。次世代の子どもたちのためにも、核兵器と戦争のない
世界を願って、今年も『ピースアクション2013』が開催されま
した。約200人の参加者があり、暑さに負けず元気いっぱいの子
どもたちや、保護者の方々等で会場のアバンセは活気に満ちあ
ふれていました。  

佐賀市では平成4年度から毎年「佐賀市平和展」を開催し、今年
で22回目を迎えます。佐賀県ユニセフ協会は、現在シリア内戦
のなかで必死に生きている子どもたちのパネル展「紛争の中を
生き抜く子どもたちinシリア」や地雷レプリカの展示をしまし
た。白い鳩に平和への思いを託して青空いっぱいのメッセージ
が寄せられました。文字の書けない小さな子どもたちは、絵で
気持ちを表現してくれました。 
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活動詳報 

2013国際ふれあいフェスタin佐賀 
～九州からアジア 
      そして世界へ～ 

チャリティー似顔絵コーナー 

 毎年恒例の「国際ふれあいフェスタin佐賀」が、今年は佐賀城
本丸歴史館西側特設会場にて開催されました。佐賀城フェスや、
たからいちなど、他のイベントも同時開催されたため、歴史館周
辺は大勢のお客様で賑わいました。  
 佐賀県ユニセフ協会のブースでは、パネル展「紛争のなかを生
き抜く子どもたちinシリア」と併せてシリア緊急募金活動を行い
ました。 
 また、ボランティアでお越しくださった中学校美術の先生方の
ご協力を得て、チャリティー似顔絵コーナーを設けました。モデ
ルとなったお客様は、お気持ちをシリア緊急募金として募金箱に
入れてくださり、紛争により困難な状況に置かれている子どもた
ちへの大きな力となりました。  
 会場にお越しの皆さまのご協力に心より感謝申し上げます。  

７月１３日（土） 
佐賀城本丸歴史館西側特設会場 
 

（公財）日本ユニセフ協会（ユニセフ日本委員会）は、世界36の先進国・地域にあるユニセフ協会（国
内委員会）のひとつです。 

日本ユニセフ協会ってなぁに？ 

佐賀県ユニセフ協会は、佐賀県を代表するユニセフ協力活動の拠
点として日々皆様のご支援をいただきながら活動しています。 

【資料】日本ユニセフ協会 

パネル展 

 日本においてユニセフを代表するユニセフ協会（国内委員会）として、
1955年に財団法人として設立され、（2011年に公益財団法人へ移行認
定）、民間のユニセフ募金を集めるほか、 ユニセフの世界での活動や世
界の子どもたちについての広報、そして、「子どもの権利」の実現を目
的としたアドボカシー（政策提言）活動を行っています。 
 各国のユニセフ協会（国内委員会）は、ユニセフと「協力協定」と呼
ばれる公式文書を締結しており、同協定は「ユニセフ協会（国内委員
会）は各国の市民社会においてユニセフの利益を代表し、かつ促進する、
ユニセフの唯一のパートナーである」と定めています。 
 日本ユニセフ協会の事業は、ユニセフとの間で行なわれる定期協議の
場で 合同計画を作成し、同計画に基づいて実施されています。 
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～きれいな水を、世界の子どもに。～ 
TAP PROJECT JAPAN 2013全国で展開 

 私たちにとって「水」はごく当たり前に手に入り、水道水を飲んでも、それが原因で下痢や感染症に
なったり、命の危険にさらされたりすることはありません。しかし、世界ではいまだ7億6,800万人の

人々が清潔で安全な水を使うことができず、汚れた水と不衛生な環境が原因で、毎日2,000人以上の
子どもが下痢性疾患などの深刻な脱水症状に陥り、命を落としています。そうした世界の子どもたちに
安全な水を届けることを目的に、全国420以上のレストランやカフェの協力のもと、 

2013年8月1日（木）～8月31日（土）の1ヶ月間、「TAP PROJECT JAPAN ～きれいな水を、世界の
子どもに ～」を実施しました。  
 

 TAP PROJECTは、レストラン・カフェで提供されるお水やお茶に対して任意で100円もしくは
それ以上の募金をしていただくという活動です。具体的には、レストラン内のテーブルに用意され
たカードでお客様にお水やお茶をお出しする際に、プロジェクトのご紹介やご協力のお声がけをしてい
ただき、チップの感覚で任意の金額を置いていただきます。また、一部店舗ではカウンターなどに設置
された募金箱による募金も実施致します。 

 お寄せいただいた募金は、アフリカ南東部の島国マダガスカル共和
国でユニセフが行う水と衛生事業の支援プロジェクトに役立て
られます。これまでに、37の小学校に、35ヶ所の井戸や給水施設および
122基のトイレの設置が実現し、子どもたちとその周辺の地域住民が、清
潔で安全な水を飲むことができるようになりました。また、衛生習慣の
普及活動も行われています。今年の活動でお寄せいただく募金も、引き
続きマダガスカルの水と衛生事業の支援プロジェクトに活用されます。 
                   【資料：日本ユニセフ協会】  

佐賀県での取り組み 

TAP募金箱を持つ 
よってこ十間堀様の店員さん 

ご参加してくださった店舗様（順不同） 
 

テーブルカードをお客様に読んで
いただけるよう工夫してくださっ
た夢心様の店内 

旅館あけぼの様、 
ホテルニューオータニ佐賀様、 
ホテルマリターレ創世様、 
グランデはがくれ様、 
さがんれすとらん志乃様、 
ピサロ様、 
旬菜舎さと山様、 
アーノヴルストカーテ様、 
シアターシエマ様、 
ＴＯＪIN茶屋様、 
よってこ十間堀様、 
アリユメ様、 
手打ちうどんそば夢心様、
ぎょうざ屋様、 
ビストロ藤吉様、  
ボルガ本店様、 

ボルガ新栄店様、 
ボルガ高木瀬店様、 
お茶の末崎園開成店様、 
三瀬ルベール牧場どんぐり村様、 
Cafe Pangaea様 

 



                 

  
 
 
 
 

  
 
母子草様 ようどう館大和校様 赤松小学校様 佐賀リハビリテーション病院様 
コープさが生活協同組合様 
 
ヘルスランチあららぎ様 循誘公民館様 門司歯科医院様 佐賀大学医学部様 
ドリームパーク千代田西部小学校様 清和中学校様 ようどう館佐賀校様  
高齢・障害・求職者雇用支援機構様 佐賀大学研究棟様 大塚製薬㈱佐賀工場様 
 
                             （2013年6月22日～2013年9月10日） 
                                                 
☆ いろいろな形でのご支援・ご協力に心から感謝申し上げます。 
  個人の皆さま方からもたくさんのご支援ご協力をいただいておりますが、 
  この欄でのご紹介は学校・企業・団体様等のみにさせていただきます。                                                             

ご支援 
ありがとうございます 
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これからの予定（９月１５日現在） 

☆9月26日（木） サガテレビ カチカチワイド宣伝隊出演 17：30頃放送予定！ 
         （写真展、ユニセフのつどい2013広報） 
☆10月3日（木）～10月9日（水） 
         ユニセフ写真展「ユニセフと日本の子どもたち」 
        （佐賀市立図書館２階 ロビーギャラリー）  
         ✿詳しくはチラシをご覧ください。 
☆10月6日（日） ユニセフのつどい2013～世界の子どもの日inSAGA～ 
        （佐賀市立図書館２階 多目的ホール） 
         ✿詳しくはチラシをご覧ください。 
☆10月20日（日） 柳川市大和町なんでんお助け隊より募金贈呈＆ユニセフ出前授業 
         （柳川市大和公民館） 
☆11月2日（土）～11月4日（月） 
         福島の子ども保養プロジェクトinSAGA 
                  さが感動体験ツアー～がばいうまか。がばい楽しか。がばいすごか。～ 
☆11月3日（日）  ユニセフ・カードとギフトの頒布（日本バプテスト連盟佐賀キリスト協会） 
☆11月12日（火） ユニセフ出前授業（柳川市立矢ヶ部小学校） 
 

～お知らせ～ 
ユニセフ写真展「ユニセフと日本の子どもたち」、ユニセフのつどい2013～世界の子どもの日inSAGA～ 
のご案内を、NBCラジオ佐賀の“声のインフォメーション”にて流していただいています。 
 

●佐賀・有田・唐津エリア AM1458kHz ●伊万里エリア AM1116kHz 
火曜日 11:00～ 月・水曜日 16:54～ 

 
上記時間帯で流れる可能性があります。皆様のもとにも届きますように・・・。 
 



 日本ユニセフ協会は、日本の子どもたちに、正しい手洗いの大切さを伝え、また、世界の子どもたちが直
面する保健や衛生の問題を理解してもらうことを目的に、2009年より、「世界手洗いの日」プロジェクト
を実施しています。  
 5回目となる今年の「世界手洗いの日」プロジェクトは、正しい手洗いをより多くの人に知ってもらうた
めの「手洗い新聞」を発行することになりました。子どもたちが新聞作りを通じて主体的に「正しい手洗
いの大切さ」を学び、「手洗い新聞」の発行を通じて正しい手洗いの大切さがより多くの人に伝わること
を目的としています。  
 佐賀県に住む池田圭佑くんが子ども記者となって執筆した子ども手洗い新聞をご紹介します。 

十
月
十
五
日
は
「
世
界
手
洗
い
の
日
」 
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の 仲間たち! 

～手洗い子ども記者 池田圭佑くん ～ 

 
 

 こんにちは。夏休みにユニセフ手洗い子ども記者として調査をした池田圭佑です。 
 僕は、夏休みに佐賀県ユニセフ協会の事務所へ「世界の子どもたちがどのような生活をしているの
か」「なぜ手洗いが大切なのか」を学びに行きました。そこで見せてもらったＤＶＤには雨水のような
汚い濁った水を飲んでいる子どもたちが映っていました。世界ではこんな水を飲んでいる人たちがいる
なんて知りませんでした。実際に、ネパールで使っている水瓶を見せてもらいました。水をいれてみる
ととても重たくて、これを一日に何キロも何回も運ぶという大変なことをしている同い年くらいの子ど
もたちがいることに驚きました。僕にはとてもできません。手が洗えずに、病気になったり、汚れた水
でおなかを壊して亡くなる人もいると聞きました。水汲みは子どもの仕事なので、学校に行きたくても
行けないとビデオで言っていました。僕は、この夏休みに手洗いの大切さを調べることにしました。 
 僕のお父さんは食品を扱う会社に勤めています。食品を扱うときはもちろん、いつも手を洗うことを
とても大切にしているそうです。美味しい食品を作るには、お客さんのためにも正しい手洗いが絶対に
必要だといいます。 
 他にも初めて知ったことがありました。昔から「ミミズにおしっこをかけるとチンチンがはれる」と
言われます。これはミミズがいるような土がある場所で遊んだ手を洗わないまま、おしっこをするとば
い菌が入るためにそう言われているらしいのです。 
 学校では、持ち物検査でハンカチの項目はありません。それに、給食の前や昼休みの後に手を洗いま
すが、さっと水をつけただけで洗い終わったり、せっかくきれいに洗った手を洋服で手を拭いたりする
人もいます。僕は２学期になったら、担任の先生に「手洗い係」をつくりたいと言ってみようと思いま
す。手洗い係は、手洗いを呼び掛けたり、注意したりする係にしようと思います。新聞作りは締め切り
があり、取材したことを記事にするのも大変でしたが、やってみて良かったです。 
（談・日新小5年１組 ユニセフ手洗い子ども記者 池田圭佑（10）取材・高原陽子） 
 

クリスマスカードや年賀状もご用意し
ています！ 
 
お問い合わせは、 
佐賀県ユニセフ協会までお願いします。 
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